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題字　山田方谷自筆書状より

令和３年（2021）

月11
健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

特集：特集：方谷さん方谷さん
今月の表紙今月の表紙 主な内容主な内容

●特集：方谷さん（Ｐ２～）●特集：方谷さん（Ｐ２～）
●新型コロナウイルス感染症対策（Ｐ 12～）●新型コロナウイルス感染症対策（Ｐ 12～）
●●功績・栄光をたたえます・お知らせ（Ｐ14～）功績・栄光をたたえます・お知らせ（Ｐ14～）
●まちのできごと（Ｐ 24～）●まちのできごと（Ｐ 24～）

　江戸時代最後期の備中松山藩で大胆な財政改革　江戸時代最後期の備中松山藩で大胆な財政改革
を成し、明治時代には教育者として多くの人に影を成し、明治時代には教育者として多くの人に影
響を与えた我がまちの偉人、山田方谷。今月号は、響を与えた我がまちの偉人、山田方谷。今月号は、
今も市民に親しまれる「方谷さん」の特集です。今も市民に親しまれる「方谷さん」の特集です。



方
谷
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ん

方
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さ
ん
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集
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が
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ご
案
内
し
よ
う
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約
十
万
両（
現
在
の
約
３
０
０
億
円
相
当
）ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
た
備
中
松

山
藩
の
財
政
再
建
担
当
と
な
っ
た
方
谷
。
数
々
の
画
期
的
な
改
革
を
実
行

し
、
傾
い
て
い
た
藩
の
財
政
を
わ
ず
か
７
年
で
立
て
直
し
た
だ
け
で
な
く
、

藩
の
治
安
の
改
善
や
教
育
改
革
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

山
やま

本
もと

都
と

久
く

子
こ

さん
岡山県消費生活問題研究協議会高梁支部

　周りに命令する前に、まずは自分が
率先して動いた方谷さんは模範的な
リーダーだと思います。私も地域を元
気にするために、自分のできることか
ら行っていきたいと思います。

①債権者に藩財政の実情を説明する

方谷の返済計画

②返済計画を示し、返済の延期の申し出をする

③藩財政を見直し、新規事業に投資する

④返済完了

　
方
谷
は
不
要
な
支
出
を
減
ら
す
た

め
に
、
主
に
中
級
以
上
の
武
士
と
裕

福
な
農
民
や
商
人
を
対
象
に
倹
約
令

を
出
し
、
当
時
の
役
人
た
ち
の
常
識

で
あ
っ
た
賄わ

い

賂ろ

や
酒さ

け

馳ち

走そ
う

を
禁
止
し

ま
し
た
。
厳
し
い
倹
約
令
に
対
し
て

周
り
か
ら
は
反
発
が
あ
り
ま
し
た
が
、

方
谷
は
藩
士
の
俸ほ

う

禄ろ
く（
給
与
）を
減
ら

す
前
に
ま
ず
は
自
身
の
給
与
を
大
幅

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
自
ら
が
先
頭

に
立
っ
て
改
革
を
実
行
し
ま
し
た
。

①
上
下
節
約
で
倹
約
を
徹
底

①
上
下
節
約
で
倹
約
を
徹
底

②②
方
谷
が
直
談
判
！

方
谷
が
直
談
判
！

負
債
整
理

負
債
整
理

　

嘉か

永え
い

３（
1
8
5
0
）年
に
方
谷

は
自
ら
大
坂
へ
行
き
、
債
権
者
で

あ
る
商
人
た
ち
に
藩
の
帳
簿
を
包

み
隠
さ
ず
公
開
し
ま
し
た
。
収
入

が
少
な
い
藩
財
政
の
実
情
を
暴
露

す
れ
ば
債
権
者
た
ち
の
信
頼
を
失

い
か
ね
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
藩
の

窮
状
を
正
直
に
説
明
し
た
上
で
堅

実
な
返
済
計
画
を
示
し
、
返
済
を

延
期
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
願
い

出
る
と
、
債
権
者
た
ち
は
方
谷
の

申
し
出
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

倹約令の内容
①�

食
事
は
一
汁
一
菜
で
質
素
に

す
る

②�

服
は
上
下
と
も
に
絹
布
を
禁

止
し
、
綿
織
物
な
ど
を
使
用

③�

足
袋
を
履
く
の
は
９
月
か
ら

翌
年
４
月
ま
で
に
限
定

④�

結
髪
・
家
政
は
人
手
を
借
り

な
い　
な
ど

方
谷
の
藩
政
改
革

方
谷
の
藩
政
改
革
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特集：方谷さん

　優しい香りとほのかな甘みが特徴の地紅茶「高
梁紅茶」の製造・販売をしています。方谷さん
が高梁の特産品を全国へ広めたように、高梁紅
茶のおいしさをより多くの人に広め、高梁の魅
力についても今以上に知ってもらえるように頑
張ります。

藩札は領域内の売買
に使用され、藩外で
は貨幣と交換できる

藤
ふじ

田
た

泉
いずみ

さん百姓のわざ伝承グループ

　現在、市内にある多くの企業が後継者不足な
どの難しい課題を抱えていますが、方谷さんの
生き方からヒントを得て、地域経済の発展に貢
献し、少しでも高梁を元気にしたいと思います。

藤
ふじ

岡
おか

孝
たかし

 会頭高梁商工会議所

③③
お
金
を
燃
や
し
た

お
金
を
燃
や
し
た
!?!?  

藩
札
刷
新

藩
札
刷
新

　
方
谷
が
藩
政
改
革
に
着
手
し
た
当

時
、
備
中
松
山
藩
の
藩
札
は
大
量
発

行
し
た
た
め
に
信
用
が
低
く
、
財
政

の
悪
化
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
方
谷
は
、
古
い
藩
札
を

買
い
取
り
、
嘉
永
５（
1
8
5
2
）年

に
回
収
し
た
藩
札
を
現
落
合
町
近
似

の
河
原
で
焼
却
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
方
谷
は
新
紙
幣
を
発
行
し
た
こ

と
で
、
藩
札
の
信
用
は
回
復
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

④④
藩
内
の
特
産
品
を
全
国
へ

藩
内
の
特
産
品
を
全
国
へ    

　
方
谷
は
藩
の
収
入
を
増
や
す
た

め
に
、
嘉
永
５（
1
8
5
2
）年
に

撫ぶ

育い
く

方が
た（

藩
内
の
事
業
部
門
）を
新

設
。
撫
育
方
は
、
藩
内
で
生
産
さ

れ
た
年
貢
米
以
外
の
生
産
物
の
販

売
管
理
を
担
当
し
、
藩
に
莫
大
な

利
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
は
、
備
中
北
部
の
良
質
な
砂さ

鉄て
つ

を
使
っ
た
農
機
具
や
刃
物
を
は
じ

め
、
茶
、
た
ば
こ
、
柚ゆ

餅べ

子し

な
ど

の
生
産
・
販
売
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
三
本
歯
で
容

易
に
土
を
耕
す
こ
と
が
で
き
る

「
備び

っ
ち
ゅ
う
ぐ
わ

中
鍬
」
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、
全
国

に
普
及
し
ま
し
た
。
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　人々の安全安心な暮らしのために尽力した方谷
さん。方谷さんの思いを受け継いで、高梁警察署
と市民の皆さんで一緒に力を合わせて、安全安心
な住みよいまちを作りましょう！

方
谷
の
生
涯
年
表

方
谷
の
生
涯
年
表

備
中
松
山
藩
領
阿あ

賀が

郡
西
方
村

（
現
中
井
町
）に
生
ま
れ
る

1805 年
(1 歳 )

主
な
出
来
事

西
暦

（
年
齢
）

新
見
藩
の
儒
学
者
・
丸ま
る

川か
わ

松
し
ょ
う

隠い
ん

の
門
に
入
る

1809 年
(5 歳 )

母
・
梶
が
死
去
。
翌
年
に
父
・

五ご

郎ろ

吉き
ち

が
死
去
す
る

1818 年
(14 歳 )

方
谷
が
実
家
を
継
ぎ
、
家
業
と

勉
学
に
励
む

1820 年
(16 歳 )

京
都
へ
行
き
、
丸
川
松
隠
の
旧

知
で
あ
る
寺て
ら
島し

ま
白は

く
鹿ろ

く
に
学
ぶ

1827 年
(23 歳 )

佐さ

藤と
う

一い
っ

斎さ
い

の
塾
に
入
門
。
３
年

間
修
学
し
、
塾
頭
に
な
る

1834 年
(30 歳 )

藩
校
「
有ゆ

う

終し
ゅ
う
館か

ん
」
の
学
頭（
校

長
）に
な
る

1836 年
(32 歳 )

母
・
梶か

じ
か
ら
文
字
を
習
う
。
近
隣

の
神
社
に
揮き

毫ご
う
額
を
奉
納
す
る

1808 年
(4 歳 )

難
なん

波
ば

竜
たつ

輝
き

 署長高梁警察署

里正隊は、後に長州藩の高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく

によって組織された身分を問わな

い軍組織「奇
き

兵
へい

隊
たい

」のモデルになっ

たと言われているんじゃ。

方谷が使用した采配（高梁方谷会蔵）

　

方
谷
は
財
政
改
革
だ
け
で

は
な
く
、
藩
の
治
安
の
改
善

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
賄わ

い

賂ろ

や
賭と

博ば
く

を
禁
止
し
た
ほ
か
、

盗
賊
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
。

ま
た
、
凶
年
に
備
え
て
領
内

の
約
40
カ
所
に
貯ち

ょ

倉そ
う

を
設
け

て
米
を
備
蓄
し
た
ほ
か
、
目

安
箱
を
設
置
し
て
人
々
の
声

を
広
く
聞
く
よ
う
に
努
め
る

な
ど
、
人
々
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

⑤⑤
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

目
指
し
た
民
政
刷
新

目
指
し
た
民
政
刷
新
⑥⑥  

西
洋
技
術
を

西
洋
技
術
を

取
り
入
れ
た
軍
制
改
革

取
り
入
れ
た
軍
制
改
革

　

天て
ん
ぽ
う保

11（
1
8
4
0
）年
に

起
こ
っ
た
ア
ヘ
ン
戦
争（
中
国

が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
た
）な
ど

の
情
報
か
ら
、
方
谷
は
軍
制
改

革
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。
弘こ

う

化か

４（
1
8
4
7
）年
、

方
谷
は
弟
子
の
三み

し
ま
ち
ゅ
う
し
ゅ
う

島
中
洲
と
と

も
に
当
時
洋
学
が
進
ん
で
い
た

津
山
藩
で
洋
式
の
砲
術
や
戦
術

を
学
び
ま
し
た
。
備
中
松
山
藩

に
戻
っ
て
か
ら
は
、
大
砲
を
鋳

ち
ゅ
う

造ぞ
う

し
て
洋
式
兵
術
を
導
入
。
さ

ら
に
、
庄
屋
の
家
の
若
者
な
ど

を
選
び
、
銃
と
剣
を
学
ば
せ
て

「
里り

正せ
い
隊た

い
」
を
編
成
し
ま
し
た
。

6Ｒ3 (2021) 11 月



特集：方谷さん

天保９（1838）年に方谷が子弟教育のため
に設立した家塾で、臥牛山の麓にあること
からこの名が付いた。

牛
ぎゅうろくしゃ

麓 舎跡（御前町）
初代藩主板

いた
倉
くら
勝
かつ
澄
ずみ
が創設し、４代目藩主勝

かつ
政
まさ

のときに藩校「有終館」として整備。天保７
（1836）年に方谷が学頭（校長）に就任。

藩校有
ゆう

終
しゅう

館
かん

跡（中之町）

家
塾
「
牛

ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

」
を
城
下
御お

ん

前ざ
き

丁（
現
御
前
町
）の
邸
宅
に
開
く

1838 年
(34 歳 )

板い
た

倉く
ら

勝か
つ

静き
よ

が
藩
主
と
な
り
、
元も

と

締じ
め

役や
く

兼け
ん

吟ぎ
ん

味み

役や
く（

財
政
再
建
担

当
）に
任
命
さ
れ
る

1849 年
(45 歳 )

藩
政
の
改
革
に
着
手
し
、
諸
政

策
を
講
じ
る

1850 年
(46 歳 )

藩
の
借
金
10
万
両
を
整
理
し
、
余
財

10
万
両
を
残
し
て
元
締
役
を
退
任

1857 年
(53 歳 )

西
方
村
長
瀬（
現
中
井
町
）に
住

宅
を
立
て
、
移
住
す
る

1859 年
(55 歳 )

板
倉
勝
静
が
幕
府
の
老
中
と
な

り
、
そ
の
幕
政
顧
問
と
な
る

1862 年
(58 歳 )

長
瀬
か
ら
小お

阪さ
か
部べ（
現
新
見
市
大

佐
）に
移
り
、
小
阪
部
塾
を
開
設

1870 年
(66 歳 )

小
阪
部
で
死
去
。
西
方
村（
現

方
谷
園
内
）に
埋
葬
さ
れ
る

1877 年
(73 歳 )

方谷さんの教室

　「人々の教育のためになんとかしたい !」と熱い情熱
を持って働いた方谷さん。私も方谷さんのようなエ
ネルギーを持って、子どもたちにはどんなときも明る
く、積極的にチャレンジするように話しています。

石
いし

井
い

栄
えい

二
じ

朗
ろう

 先生中井小学校

⑦
教
育
改
革
で

⑦
教
育
改
革
で

人
々
に
よ
り
良
い
教
育
を
！

人
々
に
よ
り
良
い
教
育
を
！    

　

方
谷
は
教
育
の
重
要
性
を

説
き
、
領
内
に
学
問
所
や
教

諭
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
教

育
の
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
方
谷
自
身
も
、
藩
校

「
有ゆ

う

終し
ゅ
う

館か
ん

」
や
家
塾
「
牛

ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ

」
で
倉
敷
の
三み

し
ま
ち
ゅ
う
し
ゅ
う

島
中
洲
や

川
面
の
進し

ん

鴻こ
う

渓け
い

な
ど
の
優
秀

な
人
材
を
育
成
し
、
藩
の
要

職
へ
も
積
極
的
に
登
用
し
ま

し
た
。
幕
末
の
激
動
の
中
で
、

藩
の
存
亡
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

方
谷
の
教
え
を
受
け
た
門
人

た
ち
の
大
き
な
働
き
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
し
た
。

西
方
村
長
瀬
に
長
瀬
塾
を
開
設

す
る

1868 年
(64 歳 )

7 Ｒ3 (2021) 11 月



方
谷
を
め
ぐ
る
人
々

方
谷
を
め
ぐ
る
人

　々
藩
政
改
革
を
見
事
に
成
功
さ
せ
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
、

人
々
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
に
尽
力
し
た
方
谷
。
そ
の
陰
に
は
、

多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　備中松山藩７代目藩主で、陸
む
奥
つ
白
しら

河
かわ
藩主松

まつ
平
だいら
定
さだ
信
のぶ
の孫。方谷を元締

役兼吟味役に任命し、藩政改革を成
功させた。

板
いた

倉
くら

勝
かつ

静
きよ
（1823～1889）

　備中松山藩６代目藩主。跡継ぎがい
なかったため、勝静を養子として迎え
た。嘉永２（1849）年に隠居し、勝静に
家督を譲る。

板
いた

倉
くら

勝
かつ

職
つね
（1803～1849）

養子となる養子となる

藩主板倉家藩主板倉家

入門する

　江戸時代後期の思想家。佐藤一斎の
門下で、方谷とともに「佐藤門下の二

に

傑
けつ
」と称される。弟子には勝

かつ
海
かい
舟
しゅう
など

がいる。

　江戸時代後期の儒学者。陽朱陰王と
呼ばれ、昌

しょう
平
へい
黌
こう
では朱子学を、家塾で

は陽明学を教え、吉
よし
田
だ
松
しょう
陰
いん
や西

さい
郷
ごう
隆
たか
盛
もり

など多くの人材に影響を与えた。

仕える

入門する入門する

佐藤一斎塾佐藤一斎塾

佐
さ く ま し ょ う ざ ん

久間象山（1811～1864）

佐
さ

藤
とう

一
いっ

斎
さい
（1772～1859）

8Ｒ3 (2021) 11 月



特集：方谷さん

山田方谷
（1805～1877）

　至誠（まごころ）と惻怛（いた
み悲しむ気持ち）を持つことは
人の基本 !��目上には誠を尽く
し、目下には慈しみを持って接
すれば、物事をうまく運ぶこと
ができるという考え方じゃ。

　漢学者・備中松山藩士で、14歳のと
きに牛麓舎へ入門。その後、大正天皇の
侍
じ
講
こう
（君主に学問を講義する人）などを歴

任。明治 10（1877）年には、二
にしょうがくしゃ
松學舎

（現二松學舎大学）を創立した。

　越後長岡藩士で、方谷から教えを受け
るために備中松山藩を訪れた。後に長岡
藩で藩政改革を行い、大きな成果を収め
た。方谷のことを敬愛し、方谷は継之助
に「至

し
誠
せい
惻
そく
怛
だつ
」の言葉を送った。

　教育者で、岡山県における女性教
育を推進した。明治 14（1881）年に
県内初の女性学校である「私立裁縫
所（現順正学園）」を創設。

　中国（明
みん
）の儒学者・政治家で、陽

よう

明
めい
学
がく
を始めた。方谷は陽明学に目覚

め、方谷の思想形成に大きな影響を
与えた。

影響を
与える

指導する

影響を
受ける

至
し

誠
せい

惻
そく

怛
だつ

とは？

　儒学者・王陽明が始めた儒学
の一派。人が生まれながらに
持っている理性によって、知識
と実践を一体化すべきと説いた。

陽
よう

明
めい

学
がく

とは？

方谷の門人たち方谷の門人たち

王
おう

陽
よう

明
めい
（1472～1528）

福
ふく

西
にし

志
し

計
げ

子
こ
（1847～1898）

三
み

島
しま

中
ちゅう

洲
しゅう
（1830～1919）

河
かわ

井
い

継
つぎ

之
の

助
すけ
（1827～1868）

【主な参考文献】　�「入門�山田方谷」�（山田方谷に学ぶ会）�

「山田方谷を語る」�（児
こ
玉
だま
享
すすむ
）

9 Ｒ3 (2021) 11 月



　
開
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
平
成
25
年

に
発
足
。
現
在
12
人
の
会
員
が
在
籍
し
、
全

国
各
地
か
ら
中
井
町
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、

方
谷
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
方
谷
園
な

ど
の
方
谷
ゆ
か
り
の
地
の
案
内
を
行
う
ほ

か
、
地
元
の
小
学
生
に
方
谷
の
生
涯
に
関
す

る
授
業
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
尾
﨑
代
表
は
「
人
材
育
成
に
尽
力
し
た
方

谷
さ
ん
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も
後
世
に
方
谷

さ
ん
の
功
績
を
語
り
継
い
で
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
中
井
町

か
ら
全
国
へ
方

谷
さ
ん
の
魅
力

を
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
法
人
平
成
牛ぎ
ゅ
う
ろ
く
し
ゃ

麓
舎
は
平
成
23
年

に
活
動
を
始
め（
令
和
２
年
に
N
P
O
法
人

化
）、
方
谷
が
開
設
し
た
家
塾
「
牛
麓
舎
」

の
よ
う
に
、
現
代
で
も
優
秀
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
方

谷
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
12
カ
所
に
建
立

し
て
い
る
方
谷
の
言
葉
を
刻
ん
だ
石
碑
を
一

巡
す
る「
方
谷
の
道
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
福
本
代
表
は
「
ぜ
ひ
若
い
人
た
ち
に
方
谷

の
道
を
歩
い
て
も
ら
っ
て
、
心
に
響
く
言

葉
や
人
生
の
指

針
と
な
る
言
葉

を
見
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま

す
。

尾
お
﨑
ざき
久
ひさ
志
し
�代表

開館ボランティア開館ボランティア
の会の会

　
高
梁
方
谷
会
は
大
正
15
年
に
発
足
し
、
今

年
で
95
周
年
を
迎
え
る
故
人
の
顕
彰
団
体
と

し
て
は
県
内
で
も
最
古
級
の
団
体
で
す
。
方

谷
を
敬け
い
慕ぼ

し
、
そ
の
心
を
学
び
生
か
す
こ
と

を
目
的
に
、
方
谷
の
慰
霊
と
顕
彰
の
た
め
に

「
方
谷
祭
」
を
毎
年
実
施
す
る
ほ
か
、
備
中

高
梁
駅
前
と
山
田
方
谷
記
念
館
前
の
「
山
田

方
谷
像
」
の
建
立
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

　
石
井
事
務
局
長
は
「
私
は
方
谷
先
生
に
つ

い
て
学
ん
で
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
も
『
昔
、
高
梁
に
こ
ん
な
に

す
ご
い
人
が
い

た
』
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
郷
土
愛

が
深
ま
れ
ば
嬉

し
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

高梁方谷会高梁方谷会

石
いし
井
い
亮
りょう
作
さく
�事務局長

山田方谷を未来へつなぐ山田方谷を未来へつなぐ
方谷の功績を称え、後世に語り継ぐ顕彰団体の中から、市内の３つの団体を紹介します。

方谷の里ふれあいセンター内の資料展示室

山田方谷の言葉が刻まれた石碑

備中高梁駅前に建立された山田方谷像

福
ふく
本
もと
洋
ひろ
之
ゆき
�理事長

NPO 法人 NPO 法人 

平成牛麓舎平成牛麓舎

10Ｒ3 (2021) 11 月



　市内の顕彰団体は、方谷の功績や生き方をより多くの人に知ってもらいたいという思いから、ＮＨＫ大河
ドラマ化することを目指して数々の取り組みを行っています。

山田方谷山田方谷をを
大河ドラマ大河ドラマへ！へ！

※その他の活動や取り組み
については、市ウェブサイ
トでご覧いただけます。

方谷さんについて学ぼう ! 方谷さんについて学ぼう !     山田方谷記念館山田方谷記念館

特集：方谷さん

大河ドラマ化実現に向けて、市内各
所にのぼり旗を設置（2021年９月）

　大河ドラマ化に向けて、岡山県
をはじめ、全国各地の多くの人か
ら応援をいただいています。ぜひ
皆さんにも、方谷さんの生涯や功
績を知っていただき、より一層の
応援をお願いします！

近
こん

藤
どう

隆
たか

則
のり

 市長
方谷さんを広める高梁の会 大河ドラマ化に向けての歩み大河ドラマ化に向けての歩み

2011 年　�近藤市長が市民に対して、ＮＨＫ大河
ドラマに挑戦する夢を披露。９月に「方
谷さんを広める会」を発足

2012 年　�「ＮＨＫ大河ドラマ放映実現を求める全国
100万人署名運動実行委員会」を発足

2018 年　�大河ドラマ放映実現の要望書をＮＨＫ
へ提出

2019 年　目標としていた署名100万人を達成

JR 岡山駅で山田方谷大河ドラマ化
実現ＰＲ活動を実施（2021年９月）

高梁市図書館前に「ほうこくん神
社」を設置（2021年６月）

山
やま

田
だ

敦
あつし

 館長
　山田方谷の生涯につい
て、貴重な歴史資料や展示
パネルなどで分かりやすく
学ぶことができますので、
ぜひお越しください！

私は方谷から数えて

５代目の子孫にあたります

11 Ｒ3 (2021) 11 月



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
集
団
接
種
会
場
の
予
約
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
医
療
機
関
で
接
種
を
進
め
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
医
療
機
関

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
多
く
の
人
が
接
種
を
終
え
、
接
種
希
望
者
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
種
可
能
な
曜
日
な
ど
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

施設名 
（地区順） 予約受付方法 予約が可能な日時

接種対象

小学生 中学生
以上

池田医院
（中間町）

受付窓口 月・火・水・金　①午前９時～ 11
時 30 分 ②午後３時～５時 30 分 ○ ○

電話（22-2244）

高梁中央病院
（南町）

受付窓口
月～土　午前８時～午後５時
※受診歴がない県内在住者は窓口で予約
できます。健康保険証の提示で、代理人
でも予約が可能です。 × ○

電 話（56-1233）
※受診歴がある人のみ 月～土　午後１時 30 分～４時

受診時（診察室） 診療時間内
藤本診療所
（松原通）

受診時（診察室） 診療時間内（定期受診時のみ）
○ ○

電話（22-3760） 月～金　午後０時 30 分～２時 30 分

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

現
在
の
状
況（
11
月
10
日
時
点
）

　
こ
れ
ま
で
に
接
種
を
受
け
た
人
の
数
は
、
令
和
３
年
10
月
31
日
現
在
の
高
梁
市
人

口
の
う
ち
12
歳
以
上
の
人（
２
万
６
７
４
５
人
）を
対
象
者
と
し
て
、
１
回
目
の
接
種

が
２
万
３
５
１
６
人
、
２
回
目
の
接
種
が
２
万
３
０
９
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
30
代
の
接
種
率
が
少
し
低
め
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
接
種
が
ま
だ
の
人

は
再
度
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症
予
防
効
果
な
ど
の
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
、
副
反

応
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
接
種
が
す
す
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
あ
く
ま
で
ご
本
人
の
意
思

に
基
づ
き
受
け
て
い
た
だ
く
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
が
納
得
し
た
う
え
で

ご
判
断
く
だ
さ
い
。

高梁市
☎ 0866-21-0211
午前８時 30分～午後５時

（土・日曜日、祝休日を除く）
○接種スケジュールや接種方法の問い合
わせ対応　○接種券再発行の対応　○記
録確認

新型コロナワクチン
コールセンター岡山県

☎ 0120-701-327
午前９時～午後９時

○�医学的知見が必要となる専門的な問
い合わせなどへの対応

例��接種前における副反応への不安や、接
種後に腫れが引かない場合の受診相談
など

新型コロナワクチン
専門相談センター

※�接種可能な小学生は 12歳以上に限ります。また、小・中学生は接種時に保護者の同
伴が必要です。

１回目１回目２回目２回目

86.3％86.3％ 87.9％87.9％

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

（人）

100

80

60

40

20

（％）

12～ 20 ～ 30 ～ 40 ～ 50 ～ 60 ～ 70 ～ 80 ～ 90 ～ 100 ～（歳）

1,2211,221

2,1102,110
1,6351,635

2,3482,348
2,6792,679

3,9913,991
4,2234,223

3,3283,328

1,3661,366

7171

5454

65
6464

6868
4545

3333
3131

1515

1212

11

接種済（２回目）接種済（１回目のみ）
接種率 80％までの人数

年齢層別接種率（１回目）年齢層別接種率（２回目）

23,516 人23,090 人

接種済み接種済み 接種済み接種済み

12Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　

け
ふ
も
ま
た

　
　

け
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も
ま
た  

き
そ
の
足
跡

き
そ
の
足
跡  

踏
む
や
う
な

踏
む
や
う
な  

ひ
と
日
が
過
ぎ
て

ひ
と
日
が
過
ぎ
て  

湯
船
に

湯
船
に
浸浸ひ

た
ひ
た
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桝桝ま
す
が
み

ま
す
が
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秀秀ひ
で
ひ
で
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さ
ん
（
備
中
町
西
山
）

さ
ん
（
備
中
町
西
山
）



新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

支援制度
（事業者向け）生活・事業を支えるための支援一覧

支援名 内容 問い合わせ

休業支援金・給付金 休業期間中に賃金が支払われない中小企
業の雇用者へ日額最大１万 1000 円

新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・
給付金コールセンター☎0120-221-276

子育て世帯生活支援特別給付金 コロナの影響で収入が減少した人（ひとり
親世帯・その他世帯）へ給付金を支給 こども未来課☎21-0288

市税の納税猶予 一時的に市税などを納付することができ
ない場合に納税を猶予 税務課☎21-0215

国民健康保険税の減免
主な生計維持者の収入が３割以上減少する
など要件を満たす場合に減免

税務課☎21-0214
介護保険料の減免
後期高齢者医療保険料の減免 介護医療連携課☎21-0258
国民健康保険・後期高齢者医療保険の
被保険者向け 傷病手当金の支給

感染などで勤務ができなくなり、給与を受
け取ることができなくなった人への手当金 介護医療連携課☎21-0258

国民年金保険料の免除・納付猶予 収入が減った人の国民年金の支払いを免
除・納付猶予（令和２年２月分以降）

日本年金機構高梁年金事務所
☎21-0570

一時的な市営住宅の提供 住居を失う恐れがある人などに市営住宅
を一時的に提供 都市整備課☎21-0237

住居確保給付金 住居を失う恐れがある人などへ家賃を支
援

高梁市生活あんしんサポートセン
ター☎22-9111

緊急小口資金・総合支援資金 生活資金で困っている人へ特例貸し付け 社会福祉協議会☎22-7243

生活困窮者自立支援金 緊急小口資金等の特例貸付を利用できず、
一定の要件を満たす世帯へ支給 福祉課☎21-0266

岡山県時短要請協力金（第６・７期） ８月 20 日～９月 30 日に営業時間短縮な
どの要件を満たした飲食店に協力金を支給

岡山県時短要請協力金コールセン
ター☎086-201-2199

月次支援金 緊急事態宣言などの影響を受けた中小法
人へ月 20 万円、個人事業者へ月 10 万円

月次支援金相談窓口
☎0120-211-240

岡山県飲食店等一時支援金（第３期） 国の月次支援金の対象とならない中小法
人へ 40 万円、個人事業主へ 20 万円

岡山県飲食店等一時支援金受付係
☎086-226-7972

高梁市中小企業者等事業継続特別支
援金

国や県の支援金の対象とならない中小法
人へ 20 万円、個人事業主へ 10 万円

産業振興課☎21-0229高梁市店舗内等感染拡大防止対策支
援補助金

感染防止対策で店舗の設備改修、または備
品導入を計画している事業所へ最大 10 万円

高梁市サテライトオフィス等整備事
業費補助金

多様な働き方を可能にするサテライトオ
フィスを市内に整備する費用の補助

雇用調整助成金 雇用者の休業などに対する休業手当を助成 ハローワーク高梁☎22-2291

高梁市雇用安定助成金 国の雇用調整助成金の交付を受けた事業者
に対し、その額の３％を上乗せして助成 産業振興課☎21-0229

岡山県外国人材入国待機費用緊急助
成金

令和２年７月 29 日～令和３年９月 30 日
に入国した外国人材に係る宿泊費を助成

岡山県労働雇用政策課
☎086-226-7829

セーフティネット保証４号（突発災害）・
５号（業況悪化）・２条６項（危機関連） 運転資金や設備資金の融資認定 岡山県信用保証協会☎086-243-1121

産業振興課☎21-0229

支援制度
（個人向け）

個
人
向
け

事
業
者
向
け

受診の際は、必ず電話予約をし、マスクを着用して、なるべく公共交通機関以外を利用してください。受診の際は、必ず電話予約をし、マスクを着用して、なるべく公共交通機関以外を利用してください。
また、付き添いはできるだけ少人数でお願いします。また、付き添いはできるだけ少人数でお願いします。

発熱や風邪の症状があるときは…「かかりつけ医」に相談！発熱や風邪の症状があるときは…「かかりつけ医」に相談！
�風邪、インフルエンザ、そして新型コロナウイルス感染症の初期症状は、いずれも発熱や咳などです。�風邪、インフルエンザ、そして新型コロナウイルス感染症の初期症状は、いずれも発熱や咳などです。
�こうした症状があるときは、職場や学校へは行かず、まずはかかりつけ医に相談しましょう。�こうした症状があるときは、職場や学校へは行かず、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

発熱や咳などの症状が出た場合

かかりつけ医に相談
かかりつけ医が、県の「診療・検査医療機関」で

ない場合は、紹介してもらえます。

かかりつけ医がいない
  県ウェブサイトで探す
　　　　　　または
受診相談センターに電話で相談

かかりつけ医がいる

高梁市の市外局番は「0866」です13 Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

老老お
い
お
い

吾吾わ
れ
わ
れ

にに  

ほ
ゝ
ほ
ゝ
笑笑ええ

み
く
れ
る

み
く
れ
る  

曾曾ひ
い
ひ
い

孫孫ま
ご
ま
ご

のの  

健健す
こ
す
こ

や
か
な
れ
と

や
か
な
れ
と  

只只ひ
た
ひ
た

に
祈
ら
ぬ　
　

に
祈
ら
ぬ　
　

小小おお

野野のの  

は
る
は
る
恵恵ええ

さ
ん
（
原
田
南
町
）

さ
ん
（
原
田
南
町
）



高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

高
梁
市
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
１
５
２

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育

長
表
彰

　

高
倉
公
民
館
長
と
し
て
９
年
の
長
き

に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
地
域
文
化
の
振

興
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
お
け
る
中
心

的
役
割
を
果
た
し
、
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

宇
治
公
民
館
長
と
し
て
約
７
年
の
長

き
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
地
域
文
化
の

振
興
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
お
け
る
中

心
的
役
割
を
果
た
し
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
絵
画
教
室
」
の

講
師
と
し
て
18
年
の
長
き
に
わ
た
り
指

導
に
あ
た
ら
れ
、
市
の
生
涯
学
習
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

小小
こばこば

林林
やしやし

多多
たた

美美
みみ

男男
おお
さんさん

（高倉町飯部）（高倉町飯部）

東東
ひがしひがし

志志
しし

津津
づづ

夫夫
おお
さんさん

（宇治町宇治）（宇治町宇治）
亀亀
かめかめ

山山
やまやま

泰泰
やすやす

男男
おお
さんさん

（落合町近似）（落合町近似）

　

高
梁
市
図
書
館
の
開
館
前
か
ら
令
和

３
年
６
月
ま
で
の
４
年
６
カ
月
に
わ
た

り
初
代
館
長
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、

本
市
教
育
委
員
を
平
成
25
年
か
ら
、
平

成
27
年
か
ら
委
員
長
に
就
任
し
、
教
育

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
学
生
時

代
か
ら
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
令
和
３
年
に
は
第
23
回

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル（
イ
タ
リ
ア
）で
最
高
位
を
受
賞

し
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
在
住
。

藤藤
ふじふじ

井井
いい

勇勇
いさむいさむ
さんさん

（横町）（横町）

木木
きき

口口
ぐちぐち

雄雄
ゆうゆう

人人
とと
さんさん

（成羽町成羽出身）（成羽町成羽出身）

高
梁
市
教
育
委
員
会
表
彰

森森
もりもり

田田
たた

仲仲
なかなか

一一
いちいち
代表理事代表理事

（宇治町宇治）（宇治町宇治）

　

地
域
特
産
品
開
発
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

活
動
を
推
進
し
、
ま
た
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
地
域
の
多
様
な
人
材
活
用
の
ほ

か
、
食
育
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
の
心

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
宇
治
雑
穀
研
究
会

一
般
社
団
法
人
宇
治
雑
穀
研
究
会

　
落
合
町
近
似
出
身
で
、
高
梁
中
学
校
を

卒
業
後
、
倉
敷
中
央
高
校
を
経
て
現
在
は

大
阪
成せ
い

蹊け
い

大
学
女
子
陸
上
競
技
部
に
在
籍

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
大
会
で

好
成
績
を
収
め
、
令
和
3
年
８
月
に
行

わ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
日
本
代
表
と
し
て
、
陸
上
女
子

４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
第
３

走
者
で
出
場
し
、
市
民
に
多
く
の
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 齋齋

さいさい
藤藤
とうとう

愛愛
ああ

美美
みみ
さんさん

（大阪成蹊大学）（大阪成蹊大学）

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４

問
教
育
総
務
課
☎
21
‐
１
５
０
０

14Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

秋秋あ
き
あ
き

惜惜おお

し
む
し
む  

去去ささ

りり
行行ゆゆ

く
き
み
に

く
き
み
に  

元元げ
ん
げ
ん

気気きき

で
と
で
と  

で
こ
ぼ
こ

で
こ
ぼ
こ
道道み

ち
み
ち

もも  

い
つ
か

い
つ
か
平平た

い
た
い

ら
に　
　

ら
に　
　

池池い
け
い
け

田田だだ  

利利りり

恵恵ええ

子子ここ

さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）

さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）



功績・栄光をたたえます

短
歌 
部
門　
「
花
に
よ
せ
て
」

真ま
の野

み
ど
り
さ
ん（
玉
川
町
増
原
）

詩 

部
門　
「
１
０
２
歳
の
母
」

西に
し
む
ら
つ
よ
し

村
毅
さ
ん（
中
井
町
西
方
）

川
柳 

部
門　
「
生
き
る
力
」

川か
わ
か
み上
幸さ
ち
こ子

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

詩 

部
門　
「
あ
お
ぞ
ら
」

三み
は
ら
け
ん
と

原
健
翔
さ
ん（
川
上
小
１
年
）

佳
作

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
説
・
随
筆
等 

部
門
…
山や

ま
か
わ
ま
ち
こ

川
眞
智
子
さ
ん（
川
面
町
）

詩 

部
門
…
山
川
眞
智
子
さ
ん（
川
面
町
）

短
歌 

部
門
…
角つ

の
せ瀬
君き

み
こ子

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

俳
句 

部
門
…
１
席
…
角
瀬
君
子
さ
ん（
中
井
町
西
方
）

　
　
　
　
　

  

２
席
…
西
村
毅
さ
ん（
中
井
町
西
方
）

川
柳 

部
門　
井い

の
う
え
あ
き
ひ
こ

上
明
彦
さ
ん（
備
中
町
平
川
）

小
・
中
学
生
の
部

詩 

部
門
… 

東ひ
が
し
こ
う
た
ろ
う

洸
太
朗
さ
ん（
松
原
小
２
年
）

短
歌 

部
門
…
加か

と
う
ゆ
い
な

藤
由
依
菜
さ
ん（
川
上
中
２
年
）

俳
句 

部
門
…
１
席
…
若わ

か
や
ま
し
ょ
う
き

山
翔
輝
さ
ん（
松
原
小
５
年
）

　
　
　
　
　

 

２
席
…
畑は

た
も
と
ま
さ
は
る

本
将
晴
さ
ん（
富
家
小
５
年
）

川
柳 

部
門
…
１
席
…
池い

け
だ
あ
い
こ

田
愛
子
さ
ん（
川
上
中
２
年
）

　
　
　
　
　

   

２
席
…
平ひ

ら
ま
つ
こ
こ
の

松
倖
好
さ
ん（
川
上
中
２
年
）

短
歌 

部
門　
「
ぼ
く
の
夏
休
み
」

長は
せ
が
わ

谷
川
俊し
ゅ
ん
す
け

輔
さ
ん（
高
梁
小
６
年
）

川
柳 
部
門　
「
リ
レ
ー
」

大お
お
つ
か
せ
い
し
ゅ
う

塚
星
周
さ
ん（
川
上
中
２
年
）

第第
1717
回
高
梁
市
文
学
選
奨

回
高
梁
市
文
学
選
奨
　
第
17
回
高
梁
市
文
学
選
奨
に
は
、「
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
」
６
部
門
33
点（
22

人
）、「
小
・
中
学
生
の
部
」
４
部
門
34
点（
34
人
）の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
入

選
６
点
と
佳
作
12
点
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
令
和
３
年
度
内
に

発
刊
す
る
『
高
梁
の
文
学
』
に
掲
載
し
ま
す
。

入
選
作
品

一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部

小
・
中
学
生
の
部

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
」

の
講
師
と
し
て
19
年
の
長
き
に
わ
た
り

指
導
に
あ
た
ら
れ
、
市
の
生
涯
学
習
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

田田
たた

中中
なかなか

完完
かんかん

治治
じじ
さんさん

（落合町近似）（落合町近似）

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育

長
表
彰

　

高
梁
公
民
館
講
座
「
箏こ
と

」
の
講
師
と

し
て
21
年
の
長
き
に
わ
た
り
指
導
に
あ

た
ら
れ
、
市
の
生
涯
学
習
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

平平
ひらひら

松松
まつまつ

扶扶
ふふ

美美
みみ

子子
ここ
さんさん

（下谷町）（下谷町）

高梁市の市外局番は「0866」です15 Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　

捨
て
ら
れ
て

　
　

捨
て
ら
れ
て  

や
つ
れ
し
子
猫

や
つ
れ
し
子
猫  

貰
い
受
く

貰
い
受
く  

吾
も
一
つ
は

吾
も
一
つ
は  

よ
き
こ
と
し
た
り　
　

よ
き
こ
と
し
た
り　
　

一一ひ
と
ひ
ら

ひ
と
ひ
ら片片  

遊遊ゆ
う
し

ゆ
う
し子子
さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）



カ
ー
ド
交
付
で
ド
ラ
え
も
ん

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

マイナンバーカード受け取り時間外窓口マイナンバーカード受け取り時間外窓口

日時が変更になる場合がありますので、市ウェ日時が変更になる場合がありますので、市ウェ
ブサイトをご覧いただくか、お問い合わせくだブサイトをご覧いただくか、お問い合わせくだ
さい。さい。

問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

　　休日や平日の時間外にマイナンバーカードの受け取りが休日や平日の時間外にマイナンバーカードの受け取りが
できる窓口を市役所１階市民課に開設しています。できる窓口を市役所１階市民課に開設しています。
12月の開設日時12月の開設日時
①12日（日）午前９時～正午 ①12日（日）午前９時～正午 
②17日（金）午後５時15分～７時②17日（金）午後５時15分～７時

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
年
金
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上

で
、
年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

申
請
出
張
窓
口

　
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
商
業

施
設
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

申
請
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
開
設

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
出
張
窓

口
を
開
催
す
る
の
は
、
今
年
度
は
今
回

が
最
後
の
予
定
で
す
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
３

開設場所 日程 時間
玉川地域市民センター 11月22日(月)
川面地域市民センター 11月24日(水)
巨瀬地域市民センター 11月25日(木)
中井地域市民センター 11月26日(金)
津川地域市民センター 11月29日(月)
宇治地域市民センター 11月30日(火)
高倉地域市民センター 12 月１日 (水 )
松原地域市民センター 12 月２日 (木 )
落合地域市民センター 12 月３日 (金 )

ゆめタウン高梁

11月 19日 ( 金 )
午前９時 30分～午後１時

11月 20日 ( 土 )
午前９時 30分～午後３時

ポルカ天満屋ハピータウン

11月 19日 ( 金 )
午前 10時～午後１時

11月 20日 ( 土 )
午前 10時～午後３時

避
難
支
援
の
た
め
の
情
報
提

供
の
同
意
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
災
害
時
に
ご
自
身
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
と
し
た

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
整
備

し
、
支
援
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
関

係
者
へ
提
供
し
、
平
常
時
の
見
守
り
活

動
や
災
害
時
の
円
滑
な
避
難
支
援
な
ど

に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
名
簿
情
報
を
支
援
関
係
者
へ
提
供
す

る
た
め
に
は
、
名
簿
の
対
象
と
な
る
人

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
か
ら

対
象
と
な
る
人
に
情
報
提
供
に
関
す
る

同
意
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
意
を

し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
防
災
復
興
推
進
課
☎
21
‐
０
２
４
６

も
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
）　https://w

w
w

.
nenkin.go.jp/n_net/

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

☎
21
‐
０
５
７
０

各
日
午
前
９
時
～
正
午

　
高
梁
市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
時
に
、
ド
ラ
え
も
ん
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
各
種
ノ
ベ
ル
テ
ィ（
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
、
切
り
抜
き
シ
ー
ル
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
）を
配
布
し

て
い
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

問
市
民
課

☎
21
‐
０
２
５
３

16Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

秋秋あ
き
あ
き

にに
成成なな

りり  

腰腰こ
し
こ
し

に
か
ご
つ
け

に
か
ご
つ
け  

松松ま
つ
ま
つ

茸茸た
け
た
け

狩狩か
り
か
り  

四
、
五
十
年
の

四
、
五
十
年
の  

前
の
こ
と
か
な　
　

前
の
こ
と
か
な　
　

熊熊く
ま
く
ま

本本も
と
も
と  

金金き
ん
き
ん

太太たた

郎郎ろ
う
ろ
う

さ
ん
（
中
井
町
西
方
）

さ
ん
（
中
井
町
西
方
）



お知らせ

消
防
署
だ
よ
り

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

10
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
０
件（
前
月
か
ら
１
件
減
）

救
急　
１
６
９
件（
前
月
か
ら
35
件
増
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
の
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
、
10

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
車
両

と
と
も
に
、
患
者
監
視
装
置
や
除
細
動

器
な
ど
高
度
救
命
用
資
機
材
を
最
新
の

も
の
に
更
新
し
、
救
急
現
場
で
の
救
命

処
置
な
ど
が
迅
速
、
的
確
に
実
践
で
き

る
よ
う
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
に

よ
り
車
両
、
資
機
材
の
充
実
強
化
が
図

ら
れ
、
今
後
も
一
層
の
安
心
・
安
全
な

高
梁
市
を
目
指
し
、
救
命
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

問
消
防
本
部
警
防
課
☎
21
‐
０
１
２
４

　

10
月
19
日
に
、
高
梁
美
し
い
森（
松

山
）周
辺
で
山
岳
救
助
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
山
間
地
で
予
想
さ
れ

る
滑
落
、
転
落
事
故
を
想
定
し
て
実
践

的
な
一
連
の
救
助
・
救
急
活
動
を
行
っ

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

山
岳
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た

山
岳
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た

た
も
の
で
す
。
今
回
は
岡
山
県
消
防
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
き
び
」
を
応
援
要

請
し
、
地
上
の
救
助
隊
員
と
航
空
隊
員

が
連
携
し
て
山
中
か
ら
の
ホ
イ
ス
ト

（
吊
り
上
げ
装
置
）救
出
を
実
施
し
た

り
、
空
中
散
水
用
バ
ケ
ッ
ト
へ
の
給
水

を
低
空
ホ
バ
リ
ン
グ
状
態
で
実
施
し
た

り
と
、
今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
貴
重

な
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
い
、

有
事
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

問
高
梁
市
消
防
署
☎
21
‐
０
１
２
５

高
梁
警
察
署
だ
よ
り

犯
罪
被
害
者
に
支
援
を

犯
罪
被
害
者
に
支
援
を

　
11
月
25
日（
木
）～
12
月
１
日（
水
）は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

犯
罪
被
害
支
援
活
動

　
事
件
や
事
故
の
被
害
者
や
そ
の
家
族

は
、
そ
の
後
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
に
直
面
し
ま
す
。
被
害
者
や
家

族
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、

平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
社
会
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

犯
罪
被
害
給
付
制
度　

犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
被
害
者
や
家
族
に
、
国
か
ら

給
付
金（
遺
族
給
付
金
・
重
症
病
給
付

金
・
障
害
給
付
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
被
害
相
談
電
話　

お
か
や
ま
被

害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
警

察
本
部
内
）☎
０
８
６
‐
２
３
３
‐

８
３
４
９

問
高
梁
警
察
署
警
務
課

☎
22
‐
０
１
１
０

山中からのホイスト山中からのホイスト
救出訓練救出訓練

低空ホバリングをするヘリ低空ホバリングをするヘリ
コプターへの給水訓練コプターへの給水訓練

寝たばこは絶対ダメ寝たばこは絶対ダメ
ストーブの近くに燃えストーブの近くに燃え
やすいものを置かないやすいものを置かない

タコ足配線からタコ足配線から
出火の危険も出火の危険も

火がついたままのコンロ火がついたままのコンロ
から離れないでから離れないで

高梁市の市外局番は「0866」です17 Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　

神
無
月

　
　

神
無
月  

出
雲
の
国
へ

出
雲
の
国
へ  

神神
々々が

み
が
み

がが  

古
代
神
話
に

古
代
神
話
に  

思
い
傾
む
く　
　

思
い
傾
む
く　
　

原原は
ら
は
ら
田田だだ  

由由ゆゆ

き
さ
ん
（
高
倉
町
飯
部
）

き
さ
ん
（
高
倉
町
飯
部
）



成
羽
病
院

看
護
師
・
薬
剤
師
募
集

　
成
羽
病
院
で
は
看
護
師
・
薬
剤
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
勤
務
内
容
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
成
羽
病
院
事
務
局
☎
42
‐
３
１
１
１

　
市
内
で
暮
ら
す
外
国
人
の
皆
さ
ん
へ

向
け
た
相
談
会
で
す
。
学
校
へ
の
入
学

や
退
学
、
就
職
、
離
職
、
婚
姻
、
出

産
、
離
婚
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
な
ど
に

つ
い
て
、
困
っ
た
こ
と
を
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
程　
11
月
21
日
、
12
月
５
日
、
１
月

16
日
、
３
月
13
日（
全
て
日
曜
日
）　
午

前
11
時
～
正
午

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

問
お
か
や
ま
申
請
取
次
行
政
書
士
連
絡

会
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
行
政
書
士 

森も
り

淳き
よ
しさ

ん
☎
０
９
０
‐
１
３
３
０
‐

１
０
４
２

外
国
人
の
た
め
の
在
留
相
談

会

市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
働
く

医
療
従
事
者
を
目
指
す
人
へ

　
医
師
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
奨
学

金（
高
梁
市
医
学
生
奨
学
金
）に
つ
い

て
、
今
年
度
の
募
集
定
員
に
達
し
て
い

な
い
た
め
、
12
月
20
日（
月
）ま
で
随
時

応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
看
護
師
な
ど
を
目
指
す
学
生

に
対
し
て
市
内
医
療
機
関
で
実
施
し
て

い
る
奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
介
護
医
療
連
携
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
介
護
医
療
連
携
課
☎
21
‐
０
３
０
４

事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
で
す
。

　

事
業
主
は
、
労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
保
険
の
加
入
は

事
業
主
の
責
任
と
義
務
で
す
。
加
入
手

続
き
を
し
て
い
な
い
事
業
主
は
こ
の
機

会
に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険　
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を

総
称
し
た
強
制
保
険
制
度

労
災
保
険　
労
働
者
が
業
務
中
や
通
勤

途
上
で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
必
要
な

保
険
給
付
を
行
い
、
被
災
し
た
人
や
そ

の
家
族
の
生
活
を
保
護
し
、
社
会
復
帰

を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
保
険

制
度

雇
用
保
険　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

に
失
業
手
当
な
ど
を
給
付
し
た
り
、
再

就
職
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の

保
険
制
度

※
新
た
に
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
と
は
別
に
そ
の
都

度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被
保

険
者
取
得
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
労
働
保
険
関
係
の
事
務
処
理
を

代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務
組
合
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎
22
‐
２
２
９
１

家
族
介
護
者
交
流
会

　
市
内
で
暮
ら
す
介
護
保
険
被
保
険
者

（
40
歳
以
上
）を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
認
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
４
年
１
月
20
日（
木
）午
前

10
時
～
正
午

場
所　

高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

テ
ー
マ　
や
さ
し
い
口こ
う
腔く
う
ケ
ア
と
嚥え
ん
下げ

の
理
解

定
員　
30
人

申
し
込
み　
令
和
４
年
１
月
７
日（
金
）

ま
で
に
、
参
加
申
込
書
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る
か
、
担
当
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

※
参
加
申
込
書
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21
‐

０
３
０
０

　
新
事
業
の
創
出
に
よ
る
観
光
・
商
工
振

興
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
製
品
開
発
、
ま
た
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
開
発
に
係
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業

者
・
団
体

対
象
事
業　
令
和
４
年
３
月
中
に
完
了

で
き
る
事
業

審
査
会　
12
月
中
旬
予
定

申
込
期
限　
12
月
３
日（
金
）ま
で

問
産
業
振
興
課
☎
21
‐
０
２
２
９

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補

助
金（
第
２
期
）

18Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　

一
年
は
早
い
秋
祭
り
お

　
　

一
年
は
早
い
秋
祭
り
お
陰陰か

げ
か
げ

様様さ
ま
さ
ま

で
今
年
も

で
今
年
も
参参さ

ん
さ
ん

拝拝ぱ
い
ぱ
い

感感か
ん
か
ん

謝謝し
ゃ
し
ゃ

のの
礼礼れ

い
れ
い

拝拝は
い
は
い　

　
　
　

川川か
わ
か
み

か
わ
か
み上上  

艶艶つ
や
つ
や

子子ここ

さ
ん
（
津
川
町
今
津
）

さ
ん
（
津
川
町
今
津
）



お知らせ

高
梁
の
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

冬
ギ
フ
ト

　
毎
年
、
冬
の
贈
り
物
と
し
て
好
評
の

「
冬
ギ
フ
ト
」
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
、
高
梁
か
ら
離

れ
て
頑
張
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
親
戚

の
人
へ
、
な
か
な
か
会
い
に
行
け
な
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
届

け
ま
せ
ん
か
。

　
高
梁
の
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
高
梁

の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
作
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
で
、
毎
年
各

グ
ル
ー
プ
自
慢
の
産
品
を
詰
め
合
わ
せ

た
セ
ッ
ト
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

高
梁
も
ち
も
ち
セ
ッ
ト
５
４
０
０
円

（
税
・
送
料
込
み
）　
年
末
年
始
に
嬉
し

い
お
も
ち
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
セ
ッ
ト

で
す
。（
セ
ッ
ト
内
容
：
丸
餅
、
豆
餅
、

高
梁
紅
茶
、
高
梁
緑
茶
、
梅
干
し
、
も

ち
麦
、
ね
じ
り
菓
子
、
柚
子
胡
椒
）

高
梁
特
産
品
セ
ッ
ト
５
４
０
０
円

（
税
・
送
料
込
み
）　
高
梁
で
こ
だ
わ
り

の
特
産
品
を
作
っ
て
い
る
５
グ
ル
ー
プ

自
慢
の
特
産
品
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。

（
丸
餅
、
高
梁
紅
茶
、
雲
海
ピ
オ
ー
ネ
、
雲

海
す
い
ほ
う
、
米
こ
う
じ
味
噌
、
ね
じ
り

菓
子
、
ゆ
ず
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
柚
子
胡
椒
）

申
し
込
み　
12
月
７
日（
火
）ま
で
に
、

ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
松
栄
へ
注
文
し
て
く

だ
さ
い
。（
12
月
10
日（
金
）発
送
予
定
）

問
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
松
栄
☎
22
‐

３
１
０
７
／
備
北
広
域
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
☎
21
‐
２
８
５
０
／
農
林
課

☎
21
‐
０
２
２
３

　
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔へ
だ

て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
お
互
い
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
生

き
て
い
く
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

12
月
３
日
～
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

　
市
で
は
、
こ
の
障
害
者
週
間
に
合
わ

せ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
制
作
し
た

作
品
の
展
示
や
、
は
た
ら
く
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
障
が
い
や
障
が
い

者
へ
の
正
し
い
理
解
と
知
識
を
持
っ
て

障
が
い
福
祉
へ
の
関
心
を
深
め
、
障
が

い
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

作
品
展
示

期
間　
12
月
３
日（
金
）～
９
日（
木
）

※
４
日（
土
）・
５
日（
日
）を
除
く

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

は
た
ら
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
２
１

日
時　
12
月
９
日（
木
）　
午
前
11
時
～

午
後
２
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

参
加
団
体　
市
内
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

内
容　
参
加
団
体
の
手
作
り
製
品
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

高梁市の市外局番は「0866」です19 Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌　
　
　
　

恥恥はは

ず
か
し
き

ず
か
し
き
我我わわ

がが
身身みみ

のの
心心

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

読読よよ

め
ず
し
て

め
ず
し
て
人人ひ

と
ひ
と

のの
心心

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ
がが
読読よよ

め
る
は
ず
な
し　
　

め
る
は
ず
な
し　
　

杼杼と
ち
や
ま

と
ち
や
ま山山
豊豊と

よ
か
ず

と
よ
か
ず一一さ
ん
（
中
井
町
西
方
）

さ
ん
（
中
井
町
西
方
）



高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

　
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
分
か
り
や
す

く
学
ぶ
「
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾
」
第
２

回
目
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

テ
ー
マ　

日
本
を
支
え
た
鉱
業
遺
産

「
吉
岡
銅
山
跡
」

講
師　
市
教
育
委
員
会 

柴し
ば

田た

英ひ
で

樹き

参
与

参
加
費　
３
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
10
日（
金
）ま
で
に
日

本
遺
産
・
歴
ま
ち
推
進
室
へ

問
日
本
遺
産
・
歴
ま
ち
推
進
室
☎
21
‐
０
２
５
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
市
は
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

し
、
そ
の
後
、
出
来
る
範
囲
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
を
支
え
る
担
い
手
と
し

て
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

①
掃
除
、
ご
み
出
し
、
買
い
物
な
ど
、

高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の

お
手
伝
い
を
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

②
各
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
の
運
営
や
、

調
理
、
送
迎
な
ど
を
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上

の
人
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲

の
あ
る
人

会
場　
高
梁
総
合
文
化
会
館
2
階
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

受
講
料　
無
料

申
し
込
み　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
、
電
話
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル

で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　

houkatsu@
city.

takahashi.lg.jp

／
社
会
福
祉
協
議

会　

yatosa@
m
x9.tiki.ne.jp

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21
‐

０
３
０
０
／
社
会
福
祉
協
議
会
☎
22
‐

７
２
４
３

ボランティア養成講座
時間は全て 午後１時 30 分～３時 30 分

① 1月 19日（水） 高梁市の高齢者の現状と介護保険制度

② 1月 26日（水）
高齢者の心身の変化と介護予防
介護予防体操

③ 2月 2日（水） 地域福祉の取り組み

④ 2月 9日（水）
家事援助・コミュニケーションの方
法
高齢者の権利擁護・個人情報保護

⑤ 2月 16日（水） 認知症サポーター養成講座

令
和
４
年
度
学
童
保
育

利
用
者
募
集

対
象　
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
不

在
と
な
る
小
学
校
の
児
童

※
定
員
が
あ
る
た
め
、
必
ず
利
用
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　
11
月
22
日（
月
）～
12
月
10

日（
金
）に
、
こ
ど
も
未
来
課
、
ま
た
は

各
学
童
保
育
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
申
込
先
に
備
え
て
い
る

ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課

☎
21
‐
０
２
６
４

名称 場所 定員 電話番号

高梁学童保育 高梁小学校内 80 22-0454

津川学童保育 津川小学校内 20 23-0570

川面学童保育 川面小学校内 20 26-1010

巨瀬学童保育 巨瀬小学校内 20 25-0810

中井学童保育 中井小学校内 20 28-2815

玉川学童保育 玉川小学校内 10 23-1003

宇治学童保育 宇治幼稚園内 20 29-2250

松原学童保育 松原小学校内 20 26-1580

落合学童保育 落合児童館内 70 23-1199

福地学童保育 福地小学校内 20 080-8245-
9801

有漢学童保育 有漢地域
センター内 30 57-3315

成羽学童保育 成羽小学校内 60 42-4774

川上学童保育 川上児童館内 40 48-4022

富家学童保育 富家小学校内 30 45-3025

まーぶる 吉備国際大学内 ８ 22-3611

20Ｒ3 (2021) 11 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

悠悠ゆ
う
ゆ
う

久久き
ゅ
う

き
ゅ
うのの  

大大だ
い
だ
い

地地ちち

をを
語語か

た
か
た

るる  

地地ちち

神神ぢ
ん
ぢ
ん

さ
ま
さ
ま  

腰腰こ
し
こ
し

をを
下下お

ろ
お
ろ

し
て
し
て  

秋秋あ
き
あ
き

晴晴ばば

れ
を
れ
を
見見みみ

る　
　
る　
　

宮宮み
や
み
や

本本も
と
も
と  

芳芳ほ
う
ほ
う

苗苗べ
ょ
う

べ
ょ
うさ

ん
（
川
上
町
七
地
）

さ
ん
（
川
上
町
七
地
）



お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 令和３年３月・８月 ８日（水）午後０時30分

～
１時30分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎21-0228

２歳６カ月児健康診査 令和元年６月～７月 24日（金） 成羽福祉センター

３歳児健康診査 平成30年５月～６月
15日（水） 高梁保健センター
24日（金） 成羽福祉センター

子どもの健診（12月）

※�新型コロナウイルス感染症対策により、各イベン
ト・各施設が中止・休業となる場合があります。

種別 日 時間 場所 問い合わせ

ゆう・ゆうタイム「クリスマスを
楽しもう」 16日（木）・17日（金）

①午前９時30分～10時15分
②午前10時45分～11時30分
③午後１時15分～２時

ゆう・ゆうひろば
子育て支援センター
☎22-2450
こども未来課
☎21-0288

赤ちゃんタイム ３日（金）①午前10時～正午

家庭相談 ９日（木）・14日（火）午前10時～午後４時

２歳のひろば 14日（火）①午前10時～11時30分②午後１時～２時30分
なりわで“ゆう・ゆう”
（23日は「クリスマスを楽しもう」）９日（木）・23日（木）

①午前９時30分～11時30分
②午後１時～３時

成羽こども園
子育て支援室

ちびっこ広場 ２日（木）午前10時～11時30分 成羽福祉センター 成羽地域局☎42-3213

育児相談・プレママ相談
２日（木）午前10時～11時30分 成羽福祉センター 成羽地域局☎42-3213

22日（水）午前10時～正午 ゆう・ゆうひろば 子育て支援センター
☎22-2450

病態栄養相談 ９日（木）午前10時～11時

備北保健所

備北保健所☎21-2835

思春期・ひきこもり相談 17日（金）午後２時～４時
備北保健所
☎21-2836

こころの健康相談・酒害相談 ８日（水）午後２時30分～４時30分
エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい

髄ドナー検査
14日（火）午後１時～２時

子育て支援・健康相談（12月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

３日（金）

午前９時～正午

備中地域局２階小会議室

岡山行政監視行政相談センター
☎086-224-1100

６日（月） 高梁市コミュニティプラザ
９日（木） 有漢保健センター
９日（木） たいこまるプラザ
９日（木） 川上総合学習センター

なやみごと相談

３日（金）

午前９時～正午

備中地域局２階小会議室

岡山地方法務局高梁支局
☎22-2318

７日（火） 市役所３階研修室
９日（木） 有漢保健センター
９日（木） 川上総合学習センター
28日（火） 松原町コミュニティハウス

法律相談（要予約）
７日・14日・21日
（全て火曜日）

午後１時～４時10分
高梁総合福祉センター

岡山弁護士会（☎086-234-5888）へ
事前に予約をして、市民課へ無料券を
申請してください。（市民のみ・年２回
まで）　市民課☎21-0254

司法書士相談
10日（金） 午前 10時～正午 市役所４階会議室１ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎22-790615日（水） 午後２時～４時 ポルカプラザ（ポルカ１階）

相談（12月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
高梁税務署面接相談
（要予約）

８日（水）・20日（月）
※相続・贈与に関する相談は８日のみ 午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署☎22-2546

高梁市の市外局番は「0866」です21 Ｒ3 (2021) 11 月

俳
句
俳
句  　
　

す
じ

　
　

す
じ
雲雲ぐ

も
ぐ
も

やや  

ど
な
た

ど
な
た
書書かか

く
の
か

く
の
か  

筆筆ふ
で
ふ
で

のの
跡跡あ

と
あ
と　
　
　
　

大大お
お
お
お
久久くく

保保ぼぼ  

裕裕ゆ
う
ゆ
う
子子ここ

さ
ん
（
下
谷
町
）

さ
ん
（
下
谷
町
）



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
鉄
道
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
岡
山
駅
か
ら
１
時
間
当

た
り
最
大
10
本
程
度
あ
っ
た
新
大
阪
方

面
の
新
幹
線
が
６
～
８
本
程
度
に
減
便

さ
れ
、
伯
備
線
の
特
急
「
や
く
も
」
号

も
15
往
復
の
う
ち
７
往
復
が
運
休
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
方
か
ら
「
や
く
も
は

こ
の
ま
ま
減
っ
て
し
ま
う
の
？
」
と
い

う
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
旅
客
数
の
状
況
を
見
な
が
ら
元

に
戻
す
と
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
心

配
な
こ
と
に
10
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
列

車
本
数
や
運
転
区
間
の
見
直
し
が
あ
り

ま
し
た
。
山
陽
本
線
な
ど
で
は
一
部
が

減
便
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
に

注
意
が
必
要
で
す
。
平
成
20
年
頃
に

は
、
伯
備
線
「
や
く
も
」
号
の
利
用
促

進
運
動
を
展
開
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
、
感
染
症
の
状
況
を
に
ら
み

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を

確
保
す
る
た
め
、
再
度
利
用
の
呼
び
掛

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
、
妻

の
シ
ャ
ニ
ー
ン
と
一
緒
に
高
梁
市
へ
来

ま
し
た
。
大
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
学
士
号
を
取
得

し
、
卒
業
し
ま
し
た
。
趣
味
は
ハ
イ
キ

ン
グ
で
、
自
然
が
大
好
き
で
す
。
高
梁

中
学
校
で
英
語
を
教
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」

問
学
校
教
育
課
☎
21
‐
１
５
０
０

新
た
に
着
任
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
紹
介

エイドリアン・クレメンツさん
（高梁中学校）

宝
く
じ
助
成
金
で
備
品
整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
、
備
中
太
鼓
が
和

太
鼓
な
ど
の
備
品
、
七
地
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
が
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
備
品

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、

地
域
で
行
う
各
種
行
事
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

七地コミュニティ協議会七地コミュニティ協議会

備中太鼓（地域団体）備中太鼓（地域団体）
  /24  2/24水 金

お
か
や
ま
県
立
高
校
情
報
ナ
ビ

　
岡
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
全
51
校

の
県
立
高
校
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
各
校
の
特
徴

や
魅
力
を
、
地
元
の
中
学
生
や
保
護
者

を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課
☎

０
８
６
‐
２
２
６
‐
７
５
６
９

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
４
月

に
か
け
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改

正
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
雇
用
環
境
整
備
、
個
別
の
周
知
・
意

向
確
認
の
措
置
の
義
務
化

②
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
・
介
護
休

業
取
得
要
件
の
緩
和

③
産
後
パ
パ
育
休（
出
生
時
育
児
休
業
）

の
創
設
／
生
後
８
週
間
以
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得

⑤
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
が
義
務

化（
大
企
業（
従
業
員
１
０
０
０
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岡
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お知らせ

休日当番医（12月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
また、受診の際はマスクを着用してください。

５日（日）高梁中央病院（南町） ☎ 22-3636

12 日（日）まつうらクリニック（成羽町下原） ☎ 42-2315

19 日（日）高梁整形外科医院（本町）☎ 22-1531

26 日（日）大杉病院（柿木町） ☎ 22-5155

29 日（水）川上診療所（川上町地頭）☎ 48-4188

30 日（木）藤本診療所（松原通） ☎ 22-3760

31 日（金）成羽病院（成羽町下原）☎ 42-3111

職　種 所在地 賃�金�月�額
大工 巨瀬町 165,000 円～ 265,000 円
保育士・児童指
導員 高倉町 155,520 円～ 200,000 円

図書館事務 伊賀町 143,000 円
医療事務 柿木町 174,000 円～ 214,000 円
測量 本町 200,000 円～ 300,000 円
薬・化粧品の販売 横町 160,000 円～ 300,000 円
大型ウイング車
運転手 松山 300,000 円～ 350,000 円

製品検査員
（パート） 有漢町 時給 870円～ 1,100 円

自動車整備士
（パート） 有漢町 時給 900円

看護師・准看護
師（パート） 高倉町 時給 1,300 円～ 1,500 円

求人情報求人情報

11 月の納期限　11 月 30 日（火）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収／５期）　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料
次回の納期限　12 月 27 日（月）
○固定資産税・都市計画税（３期）　○国民健康保険税（以下全て
普通徴収／第６期）　○介護保険料　○後期高齢者医療保険料
※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で手続きを
お願いします。12月納期限の口座振替の手続きは 11月 22
日（月）までにお申し込みください。
問税務課☎21-0215　介護医療連携課☎21-0258

税金の納期限（口座振替日）
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対　象
入　試

全学部・全学科（大学院含む）の2022年度入学試験 受験生
全入試（総合型選抜、学校推薦型選抜、一般選抜、大学入学共通テスト利用、編入学、
大学院等すべての入試）

¥0
新型コロナウイルス感染症の影響拡大・長期化を踏まえ、受験生の方に特別措置と
して昨年度に引き続き『全学部・全入試対象に入学検定料を免除（無料）』します。
全学部全入試を対象とした入学検定料免除の支援は、全国的にも珍しい支援の一つ
です。本学では、学校推薦型選抜、一般選抜入試において各地に試験会場を設ける
など受験しやすい環境を整備していましたが、さらに入学検定料免除の措置を実施
することで、より受験生への負担を少なくし、受験機会を確保できるようにいたし
ました。

【順正学園 入試広報室】

http://kiui.jp
【ホームページ】koho@kiui.ac.jp

0120-25-9944
〒700-0022 岡山県岡山市北区岩田町2-5学校法人 順正学園 

高梁キャンパス 南あわじ志知キャンパス

●社会科学部
●心理学部

●保健医療福祉学部
●アニメーション文化学部

岡山キャンパス

●外国語学部 ●農学部

2022年度入試の

入学検定料を

新型コロナウイ
ルス感染症拡大

に伴い

“受験生特別措
置” を実施しま

す！

特別措置を継
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。
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求職者マイページに登録を
ハローワークインターネットサービス内の「求

職者マイページ」に登録すると、自分のパソコン
やスマートフォンで求人情報の検索や、ハロー
ワークからのお知らせを受け取ることができます。

求職者マイページの新機能
① オンラインハローワーク紹介
求職者マイページを通じて、オンラインで職業紹

介を受けることができます。また、求人情報につい
て、オンライン上で求人の応募することができます。
② オンライン自主応募
ハローワークインターネットサービスにある求

人情報のうち、「オンライン自主応募」の対象求
人について、直接応募をすることができます。
　詳しくはお問い合わせください。
問ハローワーク高梁☎ 22-2291

高梁市の市外局番は「0866」です23 Ｒ3 (2021) 11 月



平松政次さん野球殿堂入り記念品の贈呈式
10 月９日　平松政次球場

　市出身でプロ野球・大洋ホエールズ（現横浜
D
ディーエヌエー

eNA ベイスターズ）で活躍した平
ひら

松
まつ

政
まさ

次
じ

さんの
野球殿堂入りを記念して、平松さんと長年交流が
ある南カリフォルニア岡山県人会会長の藤

ふじ

本
もと

章
あきら

さ
んからレリーフや写真パネルなどの記念品が贈呈
されました。藤本さんは「この球場を使う子ども
たちに平松さんの功績を知ってもらい、プロ野球
選手を目指してほしい」と思いを語りました。

備中たかはし松山踊りを奉納
10 月９日　八幡神社・八重籬神社

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、
今年も開催が中止となった備中たかはし松山踊
り。この日は、市内にある松山踊りの保存会など
が、新型コロナウイルス感染症の収束と来年の開
催を願って、市内の神社２箇所で地踊りと仕

し

組
ぐみ

踊
りを奉納しました。踊り手たちは、370 年以上
続く伝統を守りたいという想いを込めて力強く舞
っていました。

““イマドキのイマドキの小学生小学生” ” ②② 福地小学校編 福地小学校編

ジョナカフェでジョナカフェで
お茶・琥珀糖セットを販売お茶・琥珀糖セットを販売

　「カフェを通じて、高梁市や学校のことを伝え　「カフェを通じて、高梁市や学校のことを伝え
たい」という思いから、高梁城南高校の生徒がたい」という思いから、高梁城南高校の生徒が
企画・営業を行っている「ジョナカフェ」。ポル企画・営業を行っている「ジョナカフェ」。ポル
カ天満屋ハピータウン内にあり、市内の飲食店カ天満屋ハピータウン内にあり、市内の飲食店
と共同開発したスイーツや飲み物も多く楽しめと共同開発したスイーツや飲み物も多く楽しめ
る人気店です。る人気店です。
　そんなジョナカフェで 12月１日（水）限定で登　そんなジョナカフェで 12月１日（水）限定で登
場するメニューは「お茶・琥珀糖セット」。当日場するメニューは「お茶・琥珀糖セット」。当日
は、福地小学校の児は、福地小学校の児
童たちがスタッフと童たちがスタッフと
して登場します。小して登場します。小
学生と高校生の協働学生と高校生の協働
カフェでの時間をおカフェでの時間をお
楽しみください。楽しみください。

　小・中学校で行われている「総合的な学習の時間」の授業　小・中学校で行われている「総合的な学習の時間」の授業
で、福地小学校５・６年生が定めたテーマは「福地をＰＲすで、福地小学校５・６年生が定めたテーマは「福地をＰＲす
るお菓子を作り、たくさんの人に福地を知ってもらおう」。るお菓子を作り、たくさんの人に福地を知ってもらおう」。
お菓子は、福地のホタルや川がイメージできる「お菓子は、福地のホタルや川がイメージできる「琥琥

ここ
珀珀
はくはく
糖糖
とうとう
」と」と

決めて取り組んでいます。決めて取り組んでいます。
　　コロナ禍で思うように計画がコロナ禍で思うように計画が
進められない中でも準備を続け、進められない中でも準備を続け、
10月６日に高梁城南高校の生徒10月６日に高梁城南高校の生徒
グループ（「ジョナカフェ」を企グループ（「ジョナカフェ」を企
画・営業している）と、琥珀糖を画・営業している）と、琥珀糖を
カフェで提供することについてカフェで提供することについて
オンライン会議を行うと、10月オンライン会議を行うと、10月
12日には三宅製菓本店（成羽町12日には三宅製菓本店（成羽町
下原）の代表・下原）の代表・三三

みやけよしはるみやけよしはる
宅祥晴宅祥晴さんを小さんを小

学校へ招いて製造を学び、また、学校へ招いて製造を学び、また、
その後の販売などについても話その後の販売などについても話
し合いました。し合いました。

福地小学校５・６年生が福地小学校５・６年生が
スイーツの製造・販売に挑戦スイーツの製造・販売に挑戦！！

日時日時　12月１日（水）　12月１日（水）
　　　　　　午前10時 30分～午後１時 30分午前 10時 30分～午後１時 30分

高梁城南高校の生徒とオンライ高梁城南高校の生徒とオンライ
ン会議（ジョナカフェで撮影）ン会議（ジョナカフェで撮影）

三宅製菓直伝の琥珀糖作り三宅製菓直伝の琥珀糖作り
問高梁城南高校☎ 22-2237

「私たちが製造・販売します」「私たちが製造・販売します」

問福地小学校☎ 42-2538

24Ｒ3 (2021) 11 月



まちのできごと

×
かけ

梁
はし

 PARK マルシェ
10 月 24 日　高梁市図書館 駐車場

　「×
かけ

梁
はし

P
パ ー ク

ARKマルシェ」（高梁市図書館主催）が
備中高梁駅の東駐車場で開催され、家族連れなど
多くの来場者が訪れました。イベントには、市内
の飲食店や物産販売などのブースが並んだほか、
市内神楽育成会による子ども神楽の発表も行わ
れ、コロナ禍での久々のイベントに会場は賑わい
を見せていました。

齋藤愛美選手による陸上教室
10 月 26 日　宇治小学校・福地小学校

　児童のオリンピック・パラリンピックに対する
関心やスポーツへの興味を高めるため、市出身で
東京 2020 オリンピック陸上女子４× 100 メー
トルリレーに出場した齋

さい

藤
とう

愛
あ

美
み

選手による陸上教
室が市内の小学校で行われました。参加した児童
たちは齋藤選手と一緒に準備運動やリレーを行う
など、憧れのオリンピック選手との交流を楽しん
でいました。

グリーンスローモビリティ実証運行
11 月２日～ 15 日　高梁市街地

　環境に負荷が少なく、高齢者の移動手段や観光
周遊などに活用が考えられるグリーンスローモビ
リティの実証運行が行われました。実証期間中は
１日 12 便、１周約 40 分で商業施設や病院、観
光地など、あらかじめ定められた市街地のルート
を巡回運行し、利用者は新たな移動手段として期
待を高めていました。

高梁市の市外局番は「0866」です25 Ｒ3 (2021) 11 月



「ジャパンレッド」発祥の地－「ジャパンレッド」発祥の地－弁弁
べんがらべんがら

柄柄とと銅銅
あかがねあかがね

の町・備中吹屋－の町・備中吹屋－  ⑮⑮

問問高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257

「「鉱鉱
こうこう

夫夫
ふふ

長長
ながなが

屋屋
やや

跡跡
あとあと

」」    未指定記念物（建造物）未指定記念物（建造物）

鉱夫長屋跡鉱夫長屋跡

　　　　　　　　　　江戸時代の江戸時代の吉吉
よしおかどうざんよしおかどうざん

岡銅山岡銅山は、幕府の管理下にあり、地元の大塚家は、幕府の管理下にあり、地元の大塚家

や江戸・大坂の商人たちが経営を請け負いました。「吉岡銅山絵図」（津や江戸・大坂の商人たちが経営を請け負いました。「吉岡銅山絵図」（津

山郷土博物館所蔵／広報たかはし９月号掲載）には、「吉岡銅山役所」（旧山郷土博物館所蔵／広報たかはし９月号掲載）には、「吉岡銅山役所」（旧

吹屋小学校地）の東側に「吹屋小学校地）の東側に「吹吹
ふきしょふきしょ

所所」（製錬所）と「」（製錬所）と「吹吹
ふきすてふきすて

捨捨カラミ」（製錬カスのカラミ」（製錬カスの

捨場）が描かれています。また、銅山の労働に従事した鉱夫の居住区域捨場）が描かれています。また、銅山の労働に従事した鉱夫の居住区域

は、「は、「稼稼
かせぎにんきょしょかせぎにんきょしょ

人居所人居所」として吹屋の町並み周辺に記載されています。吹所へ」として吹屋の町並み周辺に記載されています。吹所へ

続く続く白白
しらいししらいし

石石地区の坂道の両側には鉱夫の長屋が建っていたことをしのばせ地区の坂道の両側には鉱夫の長屋が建っていたことをしのばせ

　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー
を構成する文化財を紹介します。を構成する文化財を紹介します。

― 令和４年４月一般公開への道のり ① ―― 令和４年４月一般公開への道のり ① ―

　平成 24（2012）年３月、当時国内で現役最古の木造校舎を使用し　平成 24（2012）年３月、当時国内で現役最古の木造校舎を使用し

ていた吹屋小学校（成羽町吹屋）が閉校しました。ていた吹屋小学校（成羽町吹屋）が閉校しました。

　明治 33（1900）年に建てられた東西校舎と明治 42（1909）年に　明治 33（1900）年に建てられた東西校舎と明治 42（1909）年に

完成した本館の建物は長い間大きく改築されることがなく、文化財完成した本館の建物は長い間大きく改築されることがなく、文化財

としての価値が認められて県指定重要文化財に指定されていましたとしての価値が認められて県指定重要文化財に指定されていました

が、一方で劣化が進み、良好な状態で将来へ継承するにはどのようが、一方で劣化が進み、良好な状態で将来へ継承するにはどのよう

な保存修理を行うかが最大の課題でした。な保存修理を行うかが最大の課題でした。

　すでに地盤の不同沈下で校舎は傾き、建物の強度不足も分かって　すでに地盤の不同沈下で校舎は傾き、建物の強度不足も分かって

いたので、いったん校舎を解体してから地盤補強と建物の構造補強いたので、いったん校舎を解体してから地盤補強と建物の構造補強

を行うことが必要で、平成 27（2015）年 10 月から保存修理工事にを行うことが必要で、平成 27（2015）年 10 月から保存修理工事に

着手しました。解体は、足場と素屋根を設けて慎重に進め、使用木着手しました。解体は、足場と素屋根を設けて慎重に進め、使用木

材や石材などは元に戻せるよう位置などを記録し、また、瓦ととも材や石材などは元に戻せるよう位置などを記録し、また、瓦ととも

に一点一点傷み具合なども調査する地道な作業の連続でした。に一点一点傷み具合なども調査する地道な作業の連続でした。

　建物と基礎の解体が終わると、いよいよ次は地盤の補強へと移る　建物と基礎の解体が終わると、いよいよ次は地盤の補強へと移る

ことになります。（４月の一般公開までシリーズでお伝えします）ことになります。（４月の一般公開までシリーズでお伝えします）

保存修理のため校舎解体へ保存修理のため校舎解体へ

日本遺産「ジャパンレッド発祥の地」講演会を開催します日本遺産「ジャパンレッド発祥の地」講演会を開催します
日時日時　12月５日（日）午後１時 30分～４時（開場午後１時）　12月５日（日）午後１時 30分～４時（開場午後１時）
場所場所　高梁総合文化会館大ホール　高梁総合文化会館大ホール
内容内容　�①動画放映　②吉岡銅山や吹屋に関わった人物などの紹介　�①動画放映　②吉岡銅山や吹屋に関わった人物などの紹介

③③講演「日本遺産と観光地づくり」（講演「日本遺産と観光地づくり」（山山
やまやま
田田
だだ
拓拓
たくたく
さん）さん）　④　④物販コーナー物販コーナー

る階段状の石積みが残っています。大坂る階段状の石積みが残っています。大坂

のの泉泉
いずみやいずみや

屋屋（後の住友）が経営していた（後の住友）が経営していた貞貞
じょうじょう

享享
きょうきょう

２２

（1685）年の銅山労働者数は 635 人にの（1685）年の銅山労働者数は 635 人にの

ぼり、地域の基幹産業であぼり、地域の基幹産業であ

ったことがわかります。ったことがわかります。

瓦の取り外し瓦の取り外し

解体して見えてきた本館の基礎解体して見えてきた本館の基礎

問問社会教育課☎ 21-1516社会教育課☎ 21-1516
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健康づくり健康づくり応援応援通信通信  ��
問健康づくり課 ☎ 21-0228

問問介護医療連携課 ☎ 21-0304介護医療連携課 ☎ 21-0304

⑬⑬ 「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に
向けた取り組みの総称です。向けた取り組みの総称です。

11
いいい い
11 月月 33

看取り看取り
00 日は「人生会議の日」日は「人生会議の日」
もしものときのために「人生会議」始めてみませんかもしものときのために「人生会議」始めてみませんか

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります
　もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、事前に考え、繰り返し話し合い、共有する取り組
みを「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」と呼びます。この数年は、コロナ禍のため入院時
の面会制限などもあり、最期の時間を自宅で過ごすことを選択する人が増えています。「人生会議」を行う時期に

「早すぎる」はありません。「縁起でもない」と敬遠するのではなく、元気なうちから話し合ってみましょう。

市ウェブサイト「高梁2025～地域医療の高梁モデル構築に向けた100の検討とアクション～」にこれまでの議論の内容などを掲載しています。

訪問リハビリテーションの様子。
在宅でもさまざまな医療サービ
スを受けることができます

おうち時間が増え、飲酒量が増えていませんか？

　コロナ禍により自宅で飲酒をする人が増え、飲酒量が増える
人が多くなっています。適度な飲酒は多くの効用をもたらしま
すが、過度な飲酒は、アルコール依存症だけでなく対人関係の
悪化や家族への迷惑などを引き起こします。お酒との付き合い
方を振り返り、健康的な飲み方を心がけましょう。
　一人で解決できないときは、家族や友人、公的機関へ相談し
ましょう。

①飲酒量を記録する①飲酒量を記録する
②飲酒のルールを決める②飲酒のルールを決める
③おつまみを食べながら飲む③おつまみを食べながら飲む
④休肝日を週２日以上作る④休肝日を週２日以上作る

備北保健所 ☎２１-２８３６
健康づくり課 ☎２１- ０２２８
新岡山県断酒新生会　総社・高梁支部　アル
コール健康相談（総社市ふれあいセンタ－）
 ☎０８６６- ９３- ４９８０

（毎月第３金曜日午後１時 30 分～３時）

相談窓口

飲酒量を減らすために

適量の目安
１日平均「純アルコール 20g 程度の飲酒」とされています。
女性や高齢者はアルコール分解速度が遅いので、半分程度の量
を目安にしましょう。

ビールビール 日本酒日本酒 酎ハイ酎ハイ
１
日
の
適
量（

１
日
の
適
量（

20g20g
））

中瓶１本
500ml

１合
180ml

缶１本
350ml

（アルコール度数７％）

飲酒量を減らすための方法をご紹介します。飲酒量を減らすための方法をご紹介します。

飲酒チェックアプリ
S
ス ナ ッ ピ ー キ ャ ッ ト

NAPPY-CAT
あなたの飲酒
の仕方を 3 分
間でチェック

高梁市こころの体温計（アプリ）
アプリ内の『アルコールチェッ
クモード』で、飲酒が、あなた
の心にどのような影響を与えて
いるかがわかります。

在宅医療を知っていますか
　通院が難しくなったときや、退院後に自宅などでも医療を受けることができ
ます。困ったときのために、前もってかかりつけの医師やケアマネジャーと相
談し、さまざまな選択肢を見つけておきましょう。
在宅で受けられる主な医療サービス　
訪問診療、訪問歯科診療、訪問薬剤指導、訪問看護、訪問リハビリテーション、訪問

栄養食事指導など
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図書館だより

ヨモカ（移動図書館車） 12 月運行日

第１・３火曜日
（７日・21日）

川面地域市民センター 10:40 ～ 11:25
西山郵便局横 14:15 ～ 14:45
コミュニティハウス湯野荘 15:15 ～ 15:45

第１・３水曜日
（１日・15日）

津川地域市民センター 13:40 ～ 14:10
落合地域市民センター 15:30 ～ 16:15

第１・３木曜日
（２日・16日）

松原地域市民センター 11:15 ～ 12:00
宇治地域市民センター 14:30 ～ 15:15

第2・４火曜日
（14日・28日）

玉川地域市民センター 10:00 ～ 10:45
吹屋連絡所 14:30 ～ 15:15

第２・４水曜日
（８日・22日）

川上ふるさとプラザ 13:45 ～ 14:30
日名神楽公園 15:45 ～ 16:15

第２・４木曜日
（９日・23日）巨瀬地域市民センター 10:00 ～ 10:45

第２・４金曜日
（10日・24日）

高倉地域市民センター 12:30 ～ 13:00
中井地域市民センター 13:30 ～ 14:00

イベント情報イベント情報

××
かけかけ

梁梁
はしはし

 おべんとうマルシェ おべんとうマルシェ
日時日時　�11 月 20 日（土）・21 日（日）・23 日（火・祝）・　�11 月 20 日（土）・21 日（日）・23 日（火・祝）・

24日（水）・27日（土）・28日（日）午前 11時～24 日（水）・27日（土）・28日（日）午前 11時～
午後０時 30分（売り切れ次第終了午後０時 30分（売り切れ次第終了））

場所場所　高梁市図書館２階三の丸テラス　高梁市図書館２階三の丸テラス

mt school「秋の文化祭」ワークショップmt school「秋の文化祭」ワークショップ
日時日時　�11 月 21 日（日）・23 日（火・祝）午後１時～５　�11 月 21 日（日）・23 日（火・祝）午後１時～５

時（材料がなくなり次第終了）時（材料がなくなり次第終了）
場所場所　高梁市図書館４階多目的室　高梁市図書館４階多目的室
講師講師　ロンプアートツリー　ロンプアートツリー
申し込み申し込み　自由参加（参加費 1000　自由参加（参加費 1000円）円）

冬のおはなし会 ふきのとう＆おはなした冬のおはなし会 ふきのとう＆おはなした
まてばこまてばこ
日時日時　12月４日（土）午後２時～２時 30分　12月４日（土）午後２時～２時 30分
場所場所　高梁市図書館４階多目的室　高梁市図書館４階多目的室
申し込み申し込み　自由参加（定員 30人・参加費無料　自由参加（定員 30人・参加費無料））

でーれー栄町商店街マルシェでーれー栄町商店街マルシェ
日時日時　12月５日（日）午前 10時～午後３時　12月５日（日）午前 10時～午後３時
場所場所　栄町商店街　栄町商店街

高梁冬のパンマルシェ高梁冬のパンマルシェ
日時日時　�12 月 11 日（土）・12 日（日）午前 11 時～午後　�12 月 11 日（土）・12 日（日）午前 11 時～午後

1時（売り切れ次第終了）1時（売り切れ次第終了）
場所場所　高梁市図書館２階三の丸テラス　高梁市図書館２階三の丸テラス

おはなしたまてばこ おはなし会おはなしたまてばこ おはなし会
日時日時　12月 11日（土）午後２時～２時 30分　12月 11日（土）午後２時～２時 30分
場所場所　高梁市図書館４階多目的室　高梁市図書館４階多目的室
申し込み申し込み　自由参加（定員 30人・参加費無料　自由参加（定員 30人・参加費無料））

初心者のための読み聞かせボランティア初心者のための読み聞かせボランティア
養成講座「エプロンシアター養成講座「エプロンシアター」」
日時日時　12月 11日（土）午後３時～４時　12月 11日（土）午後３時～４時
場所場所　高梁市図書館４階多目的室　高梁市図書館４階多目的室
申し込み申し込み　自由参加（参加費無料　自由参加（参加費無料））

楽しいよみきかせ講座 その５楽しいよみきかせ講座 その５
日時日時　12月 12日（日）午前 10時～正午　12月 12日（日）午前 10時～正午
場所場所　高梁市図書館４階多目的室　高梁市図書館４階多目的室
申し込み申し込み　参加券が必要（定員 25人・参加費無料　参加券が必要（定員 25人・参加費無料））

※参加券は、高梁市図書館２階カウンターで配布します。※参加券は、高梁市図書館２階カウンターで配布します。

おはなしの会「メルヘンクーゲル」昔話おはなしの会「メルヘンクーゲル」昔話
は耳で聞くのが面白いは耳で聞くのが面白い！！
日時日時　　11月 27日（土）・12月 25日（土）午後２時～２時30分11月 27日（土）・12月 25日（土）午後２時～２時30分
場所場所　たいこまるプラザ２階市民活動室３　たいこまるプラザ２階市民活動室３
申し込み申し込み　�自由参加（参加費無料　�自由参加（参加費無料））

うぐいす 絵本の読み聞かせと工作遊びうぐいす 絵本の読み聞かせと工作遊び
日時日時　12月 11日（土）午前 10時～ 11時　12月 11日（土）午前 10時～ 11時
場所場所　たいこまるプラザ２階市民活動室３　たいこまるプラザ２階市民活動室３
申し込み申し込み　�自由参加（参加費無料　�自由参加（参加費無料））

問問成羽図書室☎ 42-2589成羽図書室☎ 42-2589
　午前９時～午後５時�開館（月曜日休館）　午前９時～午後５時�開館（月曜日休館）

高梁市図書館５周年記念イベント高梁市図書館５周年記念イベント
企画運営スタッフ募集企画運営スタッフ募集

令和４年２月に開館５周年を迎えるにあたって、�一緒令和４年２月に開館５周年を迎えるにあたって、�一緒
に記念イベントを盛り上げてくれる人を募集します。に記念イベントを盛り上げてくれる人を募集します。

対象対象　　市内に在住、または在学している中学、高校、大学生市内に在住、または在学している中学、高校、大学生
定員定員　　10人10人
申し込み申し込み　�　�高梁市図書館に電話、または電子メールで高梁市図書館に電話、または電子メールで

申し込み申し込み
　　　　　　　　　　lib-takahashi@lib.city.takahashi.okayama.jplib-takahashi@lib.city.takahashi.okayama.jp

問問高梁市図書館☎ 22-2912高梁市図書館☎ 22-2912
　午前９時～午後９時�開館（年中無休）　午前９時～午後９時�開館（年中無休）
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文化のひろば

美術館だより（高梁市歴史美術館） 

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館

（ただし11月23日は開館し24日休館）

「カムカムおじさん～平
ひら

川
かわ

唯
ただ

一
いち

と
ラジオ英会話～」（～令和４年３
月６日（日））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時 30 分まで）

一般…500 円
高校・大学生…300 円

中学生以下無料

高梁市成羽美術館
☎ 42--4455
月曜日休館

「大
おお

津
つ

絵
え

と浮世絵版画－幻の東海道
五
ごじゅうさんつぎ

拾三次－」（～ 12 月 19 日（日））
午前９時 30 分～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）
一般…1,000 円

学生…500 円

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　金曜日休館

 秋の特別展 「岩
いわ

本
もと

ナオ原画展」
（～ 12 月 13 日（月））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時 30 分まで）

一般…500 円
高校・大学生…400 円
小・中学生…300 円

常設のみの施設：山田方谷記念館・高梁市郷土資料館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象：�市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内

在住の 65歳以上（歴史美術館（～令和４年３月６日）と成羽美術館（～ 12月 19日）は対象外）

　右の写真は、　右の写真は、平平
ひらひら
川川
かわかわ
唯唯
ただただ
一一
いちいち
によるラジオ講座「英によるラジオ講座「英

語会話」「カムカム英語」に用いられたテキスト語会話」「カムカム英語」に用いられたテキスト
です。放送が始まった昭和 21 年から昭和 30です。放送が始まった昭和 21 年から昭和 30
年まで、欠かさず発行されています。テキスト年まで、欠かさず発行されています。テキスト
から日本の復興が見て取れるようですね。から日本の復興が見て取れるようですね。
　平川は、英語を学ぶ際のスキット（寸劇）の題　平川は、英語を学ぶ際のスキット（寸劇）の題
材に、「カルタ取り」や「運動会」など、日本材に、「カルタ取り」や「運動会」など、日本
の日常生活をよく用いています。これは、英語の日常生活をよく用いています。これは、英語
をより身近にとらえることができるように、そをより身近にとらえることができるように、そ
して実際に英語での会話を試みやすいようにすして実際に英語での会話を試みやすいようにす
るための配慮です。スキットは必ず明るい内容るための配慮です。スキットは必ず明るい内容
で、誰も嫌な思いをしないように考えられていで、誰も嫌な思いをしないように考えられてい

資料紹介：「英語会話」「カムカム英語」ラジオテキスト資料紹介：「英語会話」「カムカム英語」ラジオテキスト

特別展「カムカムおじさん～平川唯一と特別展「カムカムおじさん～平川唯一と
ラジオ英会話～」関連イベンラジオ英会話～」関連イベントト

朝ドラ「カムカムエヴリバディ」展朝ドラ「カムカムエヴリバディ」展
（NHK主催（NHK主催））
日時　11月 26日（金）～ 12月２日（木）日時　11月 26日（金）～ 12月２日（木）
場所　高梁市文化交流館市民ギャラリー場所　高梁市文化交流館市民ギャラリー
　　　入場無料　　　入場無料

特別展「カムカムおじさん～平川唯一とラジオ英会話～」特別展「カムカムおじさん～平川唯一とラジオ英会話～」
期間期間　令和４年３月６日（日）まで　令和４年３月６日（日）まで
場所場所　高梁市歴史美術館　高梁市歴史美術館

たといいます。たといいます。
　また、普段の日常会話を用いることで、日本語では　また、普段の日常会話を用いることで、日本語では
性別・年代などにより異なる言い回しが英語では同じ性別・年代などにより異なる言い回しが英語では同じ
であることを認識させ、民主主義の思想を定着させるであることを認識させ、民主主義の思想を定着させる
試みでもありました。平川はこれを、「英語の『いの試みでもありました。平川はこれを、「英語の『いの
ち』」（「占領戦後史」より）と表現しています。平川はち』」（「占領戦後史」より）と表現しています。平川は
ワシントン州立大学演劇科を卒業しています。大学でワシントン州立大学演劇科を卒業しています。大学で
学んだ脚本作成や人を演じ分けるスキルが、ラジオ放学んだ脚本作成や人を演じ分けるスキルが、ラジオ放
送で大いに発揮されました。送で大いに発揮されました。
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11月に誕生日を
迎える子どもたちです

５５
さいさい

岩
い わ き

木 奏
か な と

音ちゃん
（旭町）

４４
さいさい

氏
うじひろ

弘 鶴
た づ は

巴ちゃん
（有漢町有漢）

２２
さいさい

川
かわかみ

上 椛
いろは

ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

金
かねたか

高 橙
と う ま

馬ちゃん
（川上町領家）

１１
さいさい

川
かわかみ

上 太
た い ち

智ちゃん
（横町）

１１
さいさい

川
かわかみ

上 凪
なぎ

ちゃん
（成羽町上日名）

５５
さいさい

小
こばやし

林 真
ま ほ

歩ちゃん
（成羽町成羽）

６６
さいさい

重
しげもと

本 結
ゆ い

唯ちゃん
（落合町阿部）

５５
さいさい

杉
すぎうら

浦 功
こ う き

規ちゃん
（落合町福地）

１１
さいさい

高
たかもり

森 雅
みやび

ちゃん
（落合町阿部）

３３
さいさい

田
た ぶ ち

渕 珠
た ま こ

子ちゃん
（成羽町布寄）

２２
さいさい

冨
と み や

彌 湊
み な た

太ちゃん
（落合町阿部）

５５
さいさい

鍋
なべしま

島 未
み ち よ

知代ちゃん
（横町）

５５
さいさい

西
にしひら

平 璃
り と

冬ちゃん
（成羽町上日名）

１１
さいさい

平
ひらまつ

松 愛
な な

絆ちゃん
（成羽町下原）

４４
さいさい

藤
ふじもと

本 真
ま お

緒ちゃん
（成羽町星原）

２２
さいさい

森
もりさき

 すみ玲
れ

ちゃん
（松原町神原）

６６
さいさい

重
しげもと

本 愛
あ い

唯ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

縄
な わ て

手 燈
と う ま

馬ちゃん
（栄町）
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公式ソーシャルメディア
市のイベントや情報などをお知らせします！

問秘書企画課☎ 21-0210

いい笑顔 宣言解除 屋台裏

川
柳
・
絵
　
鈴す

ず
村む

ら
繁し

げ
實み

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

市民のページ

手
しゅわ

話をやってみよう

市公式チャンネル市公式チャンネル

「旅
りょ

行
こう

」

長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます
　敬老の日（９月15日）に合わせて市内の最高齢
者を訪問し、長寿を祝いました。
　市内で 100 歳以上の人は10月 31日現在、62
人（男性８人、女性54人）です。。

仲仲
なかなか

田田
だだ

  佐佐
ささ

　　子子
ここ

さんさん

（107歳・落合町）（107歳・落合町）

① ②

左
ひだり

の手
て

のひらの横
よこ

で、右
みぎ

手
て

の指２本を２回
かい

まわす

（「汽
き

車
しゃ

の車
しゃ

輪
りん

」を表
あらわ

す）

送ってください　締め切り・・・11月26日（金）
　12月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さ
んの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイトなど
で公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月
日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番号を明記して送付
してください。市ウェブサイトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、
漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりがな）・年
齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿してくださ
い。なお、紙面の都合上、掲載できない場合があります。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係

☎２１-０２１０
hisyo@city.takahashi.lg.jp 市ウェブサイト市ウェブサイト

赤
あか

木
ぎ

浩
ひろ

江
え

さん （手
しゅわほうしいんようせいこうざじゅこうせい

話奉仕員養成講座受講生）

両
りょうて

手の人
ひと

差
さ

し指
ゆび

を顔
かお

の

両
りょうわき

脇で交
こう

互
ご

に動
うご

かす

（「遊
あそ

ぶ」を表
あらわ

す）

市内市内最高齢者最高齢者
きき
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藩
政
改
革
時
に
は
人
々
に
求
め
た
以

上
に
自
身
も
誠
実
と
倹
約
に
努
め
た
方

谷
さ
ん
。
し
か
し
お
酒
は
少
々
嗜た
し
なん
だ

よ
う
で
、
あ
る
晩
に
は
お
酒
を
１
升
飲

み
、
〆し
め

に
ご
飯
を
１
升
食
べ
、
そ
の
後

普
通
に
仕
事
を
し
た
と
い
う
逸
話
が
残

っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
流
行
が
落
ち

着
い
て
、
年
末
が
近
づ
き
宴
会
な
ど
が

開
か
れ
る
季
節
で
す
が
、
皆
さ
ま
、
暴

飲
暴
食
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。�

　
（
山
崎
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  ２８，６２０ － 63

男 性  １３，９２７ － 44

女 性  １４，６９３ － 19

世帯数  １４，０８１ － 35
( 令和３年 10 月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

43 市民健
康

づくり

令和令和４４年年22 月月1313日（日）・雨天決行日（日）・雨天決行

会 場会 場　　　　高梁市役所周辺高梁市役所周辺

種目（定員）種目（定員）　　　　城下町コース 10km（200 人程度）、ふれあいコース３km（600 人程度）城下町コース 10km（200 人程度）、ふれあいコース３km（600 人程度）

参 加 費参 加 費　　　　一般 3000 円 ／ 高校生 1500 円 ／ 小・中学生 500 円 ／ 親子ファミリー 2000 円一般 3000 円 ／ 高校生 1500 円 ／ 小・中学生 500 円 ／ 親子ファミリー 2000 円

申 込 方 法申 込 方 法　　 　　 申込用紙に必要事項を記入の上、12 月 27 日（月）までに参加料を添えて郵便局でお申込用紙に必要事項を記入の上、12 月 27 日（月）までに参加料を添えて郵便局でお
振り込みください。振り込みください。（（申込用紙は、11 月 24 日（水）以降から、スポーツ振興課、各地申込用紙は、11 月 24 日（水）以降から、スポーツ振興課、各地
域局、各地域市民センター、高梁市民体育館などに備えています域局、各地域市民センター、高梁市民体育館などに備えています））

問 （一社）高梁市スポーツ協会 ☎ 21-0337問 （一社）高梁市スポーツ協会 ☎ 21-0337

がんばろう高梁 !!がんばろう高梁 !!

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、開催内容を次のように変更していますので、ご了承の上お申し込みください。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、開催内容を次のように変更していますので、ご了承の上お申し込みください。
①開会式・閉会式・表彰式を行いません。（完走証・賞状・メダルなどは大会終了後に発送します）②飲食ブースやおも①開会式・閉会式・表彰式を行いません。（完走証・賞状・メダルなどは大会終了後に発送します）②飲食ブースやおも
てなしブースはありません。③更衣室を用意していません。（手荷物預かりはあります）てなしブースはありません。③更衣室を用意していません。（手荷物預かりはあります）
　ご理解とご協力をお願いいたします。　ご理解とご協力をお願いいたします。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

広
報
た
か
は
し
11
月
号
（
通
巻
205
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

こ
の

広
報

紙
は

、
環

境
に

優
し

い
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

声の広報

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://www.city.takahashi.lg.jp/
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